
地域経済活性化フォーラム（羽後町） （平成29年５月26日）
結果概要

１．開会あいさつ
（ 羽後町 安藤町長 ）

・町では人口減少に立ち向かうべくプロジェクトチームを立
ち上げているが、役所のみならずあらゆる方がこの問題
を自分事と捉える必要があると考えていたところ、今回
のフォーラムを開催する機会を得られ心強く思う。今日を
きっかけに今後も力添えいただきたい。

（ 東北財務局秋田財務事務所 和賀所長 ）

・今年度は「羽後町しごと改革」が実行に移る年であり、財
務局・財務事務所としても、地方創生の取組みを全力で
サポートしていきたい。本日の議論が、今後の具体的成
果や関係者間の連携強化に結び付くことに期待したい。
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２．羽後町の地方創生の取組みについて説明
（ 羽後町企画商工課 佐藤主任 ）

・総合戦略における重要施策「羽後町しごと改革」を平成29
年度から実施。当該施策は、仮想大学「羽後Univ.」をテー
マとした「うごまち『未来への栞』しごと魅力化事業」と「チャ
レンジショップ事業」の２つの事業を柱として実施する。

・事業を進めていく中で、商工会・金融機関との連携プロジェ
クトにおいては、インターン受入れ先を見つけるための「雇

用確保・転入者増加に向けた事業（インターンシップ事業）
の広報」、起業希望者や空き店舗の情報提供を目的とする
「チャレンジショップ事業を活用した起業・創業を一層促進
する仕組みづくり」に取り組んでいきたい。 羽後町企画商工課 佐藤主任

羽後町 安藤町長

東北財務局秋田財務事務所 和賀所長

３．意見交換
（ テーマ（１）羽後町重要施策の展開を含めた起業・創業を
一層促進する連携プロジェクトについて ）

（羽後町商工会）
・今年度「商業者実態調査」を行うが、現状の空き店舗の情報のみ
ならず今後の空き店舗予測も可能。商業者間又は創業者への事
業のノウハウの提供や貸店舗利用などスピーディに対応できる。

・起業創業支援として、創業計画作成、資金調達、営業許認可、税
務申告、補助金制度などの相談に対応。28年度は創業相談26回、
創業者数７件、創業融資あっせん実績２件。 羽後町商工会 柴田副会長



（北都銀行）
・羽後町のDMOや若者アパートOraeの事業など、当行はこれまでも
羽後町の地方創生の取組みに対し関与してきたところ。
・連携プロジェクトの広報について、チラシ配布やウェブのバナー活
用等いくらでも協力できる。また、空き店舗情報、起業・創業支援融
資、事業計画の策定支援、販路の拡大、ビジネスのマッチング等を
提供できるし、秋田大学と連携した起業者育成講座や起業家の支
援をする一般社団法人MAKOTOとの業務提携なども行っている。

（秋田銀行）
・チャレンジショップ事業の広報として、県内80、県外16の店舗ネット
ワークを活用し羽後町と一緒にPRしていくことは十分可能。イン
ターンシップについては、当行のノウハウの提供や、取引先をイン
ターンの受入れができるようにしていくことも側面支援と考える。

・起業創業支援として「創業サポーターズクラブ」を立ち上げ起業家
の交流の場を提供しているほか、クラウドファンディングを活用した
資金調達など、様々な支援方法を取り扱っている。

（羽後信用金庫）
・起業創業支援として、信金中金の創業支援情報の提供、創業支援
資金制度、日本公庫と連携したパッケージ融資商品の取扱いなど。
また、取引先の紹介や販路拡大の支援として全国264信金のネット
ワークを活用したビジネスマッチングの情報提供が可能。
・チャレンジショップ事業について、支店長会議を通じた周知やチラ
シを店頭やATMコーナーに掲示する等の広報が可能。インターン
シップ事業について、信金ネットワークを活かした会員企業の事例
紹介やATMコーナーへの掲示等の支援が可能。

（日本政策金融公庫秋田支店）
・地域金融機関との積極的な連携に力を入れており、各機関ととも
に、創業のみならず様々な形での金融支援を進めている。今回の
連携プロジェクトについても全面的に協力し、起業創業を一層促進
する仕組みが機能するように努めていきたい。

・情報発信で一番効果的なのは、地域一体となって取り組んだ成功
事例について、みんなで支援したということを地元のマスコミに取り
上げてもらうことだと思っている。

（羽後町商工会青年部）
・いろいろな青年団体と合同で事業を計画しており、夏祭りの「かが
り火天国」を留学生と一緒にやりたいと思っている。これを一つの
成功事例になるよう進め、若者から活気ある羽後町を作っていきた
い。有益な情報がある場合は商工会にぜひ教えていただきたい。
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北都銀行 伊藤常務取締役

秋田銀行 半田取締役

羽後信用金庫 伊東理事

日本政策金融公庫秋田支店 星支店長

羽後町商工会青年部 大野部長



フォーラムに引き続き、羽後町における連携プロジェクト申し合わせ書の締結を行いました。
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５．閉会あいさつ
（ 羽後町 浦田副町長 ）

・フォーラム参加者の真摯な意見、発表に敬意を表す
るとともに、地方創生の取組みに向け、町民・役場一
丸となって取り組んでいくので、今後もご協力いただ
きたい。

左から、日本政策金融公庫秋田支店星支店長、秋田銀行半田取締役、羽後町商工会柴田副会長、羽後町安藤町長、
北都銀行伊藤常務取締役、羽後信用金庫伊東理事、東北財務局秋田財務事務所和賀所長

羽後町 浦田副町長

４．テーマ（２）羽後町の魅力の発信について
（ 仙台広告業協会 ）

・魅力発信の基本的な考えとして、まずは住民に町を好
きになってもらう魅力創出があり、町外の人にも町を好
きになってもらうシティセールスプロモーションという流
れ。この流れを達成するため、「住民参加・参画の場（し
くみ）づくり」、「来訪者の接点の見直し・改善」の２つの
スキームがある。

・シビックプライドとは、自分が暮らす町をよりよい場所に
するため自分自身が関わっているという当事者意識を
伴う自負心のこと。本来都市レベルに適用される考え
方であるが、あらゆるチャレンジを行っている羽後町に
ポテンシャルを感じ提唱させていただく。

仙台広告業協会 ㈱第一広告社
伊藤地域デザインプロデューサー


